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	応用
	抗原情報
	背景
	PIM1は、細胞の生存と増殖に関与するセリン／スレオニンキナーゼであるプロトオンコジーンであり、腫瘍形成において選択的優位性をもたらします。その腫瘍形成活性は、MYC転写活性の調節、細胞周期進行の調節、そしてプロアポトーシスタンパク質（BAD、MAP3K5、FOXO3）のリン酸化と阻害を介して発揮されます。MYCのリン酸化はMYCタンパク質の安定性を高め、それによって転写活性を高めます。PIM1によるMYCの安定化は、腫瘍形成におけるこれら2つのがん遺伝子間の強い相乗効果を部分的に説明する可能性があります。
	研究分野
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	PIM1 抗体を使用した Hela、A549、HL-60 溶解物中の PIM1 のウェスタン ブロット分析。
	

	PIM1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

